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今
年
は
戦
後
70
年
と
い
う
節

目
の
年
で
あ
る
。
こ
の
機
に
、
こ
れ

ま
で
の
人
生
を
振
り
返
り
、
戦
後

70
年
を
日
中
友
好
と
関
連
さ
せ

な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。 

私
は
１
９
４
２
年
（
昭
和
17
年
）

９
月
、
旧
満
州
国
の
龍
爪
開
拓
団

で
生
ま
れ
た
。
開
拓
団
（
員
）
は
、

旧
満
州
国
の
支
配
を
よ
り
強
固

に
す
る
た
め
に
、
国
策
に
よ
っ
て
ソ

満
国
境
に
送
り
込
ま
れ
、
中
国
侵

略
の
一
端
を
担
わ
さ
れ
た
。
同
時

に
敗
戦
後
は
、
過
酷
な
体
験
を
強

い
ら
れ
中
国
大
陸
に
遺
棄
さ
れ
た

棄
民
で
も
あ
る
。 

た
者
と
し
て
、
安
倍
首
相
の
「
戦

後
70
年
談
話
」
が
中
国
を
は
じ
め

と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
植

民
地
支
配
と
侵
略
の
歴
史
に
正

面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
を
強
く

求
め
る
。
日
中
不
再
戦
は
、
憲
法

９
条
を
生
か
す
道
と
の
立
場
で
、

日
中
友
好
運
動
を
進
め
て
き
た

者
と
し
て
、
戦
後
70
年
の
節
目
の

年
が
、
日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
の

「
和
解
と
友
好
」
の
一
歩
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。 

 ※
こ
の
文
章
は
、
お
か
や
ま
人
権

研
究
セ
ン
タ
ー
が
発
行
す
る
「
人

権
２１
」
４
月
号
の
巻
頭
言
「
戦
後

70
年
と
日
中
友
好
」
よ
り
の
転
載

で
す
。 

 

も
ち
ろ
ん
最
初
は
、
自
己
紹

介
で
す
。 

 

「
出
身
は
江
西
省
の
南
の
方
で

す
。
省
に
は
庐
山
と
い
う
観
光

地
が
あ
り
、
ま
た
景
徳
鎮
と
い

う
有
名
な
焼
き
物
の
町
が
あ
り

ま
す
。
お
い
し
い
食
べ
物
が
あ
り

ま
す
。
南
昌
炒
粉
と
い
う
炒
め

物
と
、
民
间
瓦
罐
汤
で
す
。
江

西
省
に
行
か
れ
た
ら
、
ぜ
ひ
一

度
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
」 

 

続
い
て
私
た
ち
の
自
己
紹
介
で

す
が
、
何
度
や
っ
て
も
自
分
の
名

前
を
う
ま
く
発
音
で
き
ま
せ

ん
。
こ
こ
ま
で
で
ほ
ぼ
一
時
間
の

時
間
が
た
ち
、
休
憩
で
す
。
三

宅
さ
ん
か
ら
お
せ
ん
べ
い
と
、
私

た
。
中
国
に
心
酔
し
て
い
た
私
の

中
国
観
が
「
文
化
大
革
命
」
（
１
９

６
６
年
～
７
６
年
）
の
進
行
で
大
き

く
変
化
し
「
日
中
友
好
と
は
」
を

問
い
直
し
た
。 

１
９
８
１
年
３
月
、
「
孤
児
」
の

肉
親
捜
し
の
た
め
の
第
一
回
訪
日

調
査
が
開
始
さ
れ
た
。
テ
レ
ビ
に

映
る
孤
児
た
ち
の
風
貌
に
涙
し
、

こ
の
解
決
の
た
め
の
署
名
運
動
に

取
り
組
ん
だ
。
83
年
に
は
、
元
龍

爪
開
拓
団
員
と
一
緒
に
「
生
誕
の

地
」
と
七
三
一
部
隊
跡
を
訪
れ

た
。
こ
の
訪
問
で
の
見
聞
と
旧
満

州
か
ら
の
引
き
上
げ
体
験
を
も
と

に
平
和
教
育
に
尽
力
し
た
。 

２
０
０
３
年
（
平
成
15
年
）
３
月

に
退
職
し
て
か
ら
は
、
「
孤
児
」
訴

４
月
４
日
の
土
曜
日
に
、
岡
輝

公
民
館
第
一
講
座
室
で
、
27
期

の
最
初
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 当

日
は
、
友
重
さ
ん
三
宅
さ
ん

私
と
、
受
講
生
は
３
人
で
し
た

が
、
田
中
さ
ん
は
終
了
30
分
前

く
ら
い
に
や
っ
と
間
に
合
い
ま
し

た
。
初
め
て
の
老
师
、
欧
阳
蕾
蕾

さ
ん
が
ご
夫
君
に
車
で
送
っ
て
も

ら
い
15
分
前
に
は
到
着
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

そ
の
後
、
中
国
人
に
育
て
ら
れ

た
幼
児
が
中
国
残
留
日
本
人
孤

児
（
孤
児
）
で
あ
る
。
私
は
、
運
よ

く
46
年
10
月
、
４
歳
の
時
、
親
子

３
人
で
日
本
に
帰
国
し
た
。 

日
本
で
の
生
活
は
、
憲
法
（
46

年
11
月
３
日
公
布
）
と
と
も
に
始

ま
っ
た
。
小
・
中
・
高
時
代
は
、
平

和
憲
法
の
も
と
で
「
教
え
子
を
再

び
戦
場
に
送
ら
な
い
」
と
誓
っ
た
教

師
の
指
導
を
受
け
た
。
家
で
は
、

両
親
か
ら
茶
飲
み
話
に
、
旧
満
州

で
の
植
民
地
支
配
下
の
生
活
と
引

上
げ
の
苦
労
を
聞
か
さ
れ
て
育
っ

た
。
私
の
心
の
中
に
は
「
旧
満
州

（
中
国
）
」
が
あ
っ
た
。
日
中
友
好
の

原
点
で
あ
る
。 

１
９
６
１
年
４
月
、
安
保
闘
争

の
余
韻
が
残
る
東
京
で
大
学
生
活

が
始
ま
っ
た
。
中
国
語
を
履
修

し
、
米
軍
基
地
撤
去
を
求
め
る
反

米
愛
国
の
学
生
運
動
に
参
加
し

た
。
当
時
、
米
帝
国
主
義
に
対
抗

す
る
中
国
に
共
鳴
し
「
若
者
よ
体

を
鍛
え
て
お
け
」
を
う
た
い
、
革
命

小
説
「
紅
岩
」
に
感
動
し
た
。 

１
９
６
５
年
４
月
、
勝
山
高
校

に
赴
任
し
、
文
化
祭
で
「
北
京
放

送
を
聴
こ
う
！
」
の
掲
示
を
し

戦
後
70
年
と
日
中
友
好 

小
林
軍
治 

 
日
中
友
好
協
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山
支
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事
務
局
長 

昭和 18年頃の龍爪開拓団本部付近全景 

2007 年、頭道河子の側を流れる牡丹江河の河原で花

束を置き、線香を焚き冥福をいのる小林・高見・織田さん 

 
訟
を
全
力
で

支
援
し
た
。

現
在
は
、
訴

訟
支
援
の
中

か
ら
生
ま
れ

た
「
中
国
帰

国
者
の
日
本

語
教
室
」
に

か
か
わ
っ
て
い

る
。 私

は
、
孤

児
た
ち
と
同

世
代
の
一
人

で
あ
り
、
日

本
国
憲
法
の

も
と
で
69
年

間
生
き
て
き

中
国
語
講
座 

 

岡
輝
公
民
館
で
土
曜
日
ク
ラ
ス
27
期
の
授
業
始
ま
る 

 

の
印
度
尼
西
亚
の
ア
ー
モ
ン
ド
チ
ョ

コ
と
で
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
べ
り
。 

 

２
時
間
目
は
、
老
师
が
作
っ
て
き

て
く
れ
た
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
て
発
音

と
日
常
会
話
の
勉
強
で
す
。
タ
イ

ト
ル
は
「
买
衣
服
」
中
国
で
買
い
物

を
す
る
と
き
に
ど
う
い
う
風
に
値

切
る
の
か
、
普
段
使
う
言
葉
で
、

言
い
か
え
な
ど
学
び
ま
し
た
。 

“谢
谢
！
老
师
” 

 

真
田 

 

2350 

 

 

 



 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

４
月
２４
日
（金
）時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

稲葉 

小林 

真田 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

深井 

三垣 

が
出
来
な
く
て
も

私
や
兄
弟
の
小
さ

い
こ
ろ
ど
ん
な
子

だ
っ
た
と
か
ど
ん
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ

た
の
か
い
ろ
い
ろ
話

し
か
け
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
主
人
の

実
家
に
い
た
と
き

も
同
じ
よ
う
に
し

て
い
ま
し
た
。
静
か

に
ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
出
来
て
幸
せ

な
５
ヵ
月
で
し
た
。 

生
寮
生
活
を
始
め
た
私
に
と
っ

て
、
５
ヵ
月
も
家
に
滞
在
し
た
の

は
23
，
４
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。 

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
５
ヵ
月
間
は

私
の
実
家
と
主
人
の
実
家
に
行

っ
た
り
来
た
り
は
し
て
い
ま
し

た
。 自

分
も
母
に
な
っ
て
い
る
関
係

か
、
今
回
は
特
に
母
に
感
謝
の

気
持
ち
を
何
か
形
で
表
し
た
く

て
母
が
家
事
を
す
る
と
き
、
出

来
る
だ
け
一
緒
に
い
て
、
手
伝
い

こ
の
度
、
育
児
休
暇
を
利
用
し

て
、
昨
年
の
10
月
中
旬
か
ら
今
年

の
３
月
中
旬
ま
で
中
国
の
実
家
に

一
時
帰
国
し
ま
し
た
。
日
本
か
ら

出
発
し
た
と
き
、
ま
だ
４
ヵ
月
の

赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
娘
も
今
は
９
ヵ

月
と
大
き
く
な
り
ま
し
た
。 

帰
国
中
、
旧
正
月
や
親
戚
周

り
そ
し
て
同
級
生
の
集
ま
り
な
ど

日
本
で
は
普
段
な
か
な
か
で
き
な

い
楽
し
い
こ
と
を
い
っ
ぱ
い
堪
能
し

ま
し
た
。
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
学

春の日、綺麗ですわ。 

友人から桜の写真を送って

きました。私も春に関する詩を

作りましたので日中友好新聞

に投稿します。 

黄 艶萍 

 

东瀛有故人， 

赠我樱花照。 

分别已二载， 

何日再叙好 

シルクロードをめぐって 
 

中国が提唱しているアジアインフラ投資銀行（ＡＩＩＢ）に参加するかどう

か安倍内閣はまよっているらしい。世界５０カ国ほどが参加を表明し、日

本はアメリカやカナダとともにまよっているらしい。新興国のアメリカやカ

ナダとちがって、中国とヨーロッパとの交流は紀元前にさかのぼる。 

いわゆるシルクロード（絹の道）という名づけは、ドイツの地理学者リヒト

ホーフェンＲichthofen（1833～1905）がドイツ語で Seidenstrasse ザイ

デンシュトラッセと名付けたのが始まりで、のちにイギリスの考古学者オ

ーレル・スタイン（Aurel Stein1862～1943）が、訳してシルクロードとし

たものである。 （ザイデ＝絹、シトラッセ＝道） 

石田幹之助の名著『欧人の支那研究』（昭和７年、日本図書出版）に

くわしい。シナは紀元前 221―206年の秦（チン）を起源としてヨーロッパ

世界にその存在が知られ、世界に広がったものである。ドイツ語 China 

ヒーナ、フランス語 Chine シン。英語のチャイナは異質である。 

                                  竹内 

暗殺を悲願とし、その計画を遂行中 

作戦要項Ⅰ：将を射んと欲すれば、 

まず馬を射よ（９６条改憲） 

作戦要項Ⅱ：生き蛙は、水から茹でよ 

        （段階的改憲） 

久
々
の
長
期
一
時
帰
国 

─

母
に
感
謝
の
気
持
ち
を
表
わ
す─

 

何 

暁
麗 

ご主人の高さんの家で、2 列目右端が高さんととなりが何さん 

中国百科検定想定問題 
この「想定問題」は、2014年３月21日(金・祝)に実施された「中

国百科検定」・３級(ものしりコース)試験の合格をめざす方のため

に編集・発行されたものです。 

 

＜前回の回答＞ 

Ｑ13＝陝西省 Ｑ14＝退耕還草 Ｑ15＝タクラマカン砂漠 

Ｑ16＝天山山脈 Ｑ17＝昆明 Ｑ18＝外省人 Ｑ19＝1997年  

Ｑ20＝ポルトガル Ｑ21＝南沙諸島 Ｑ22＝長崎 

 

 

以下は国家秘密である。これを漏らしたものは、１０年以下の懲役に処される 

アベノことば笑辞典 （解説付き） 

日本国憲法 

  ※認知を拒否している摘出でない子 

中国帰国者問題写真と資料展 
と  き：４月２１日（火）～２３日（木） 

ところ：岡山市役所１階ロビー 

じかん：４月２１日（火）10：00～17：00 

       ２２日（水） 9：00～17：00 

       ２３日（木） 9：00～16：00 

【展示内容】 

１、「中国残留日本人孤児及び残留婦人の二世・三世」のあ

ゆみ 

  （龍爪開拓団の今岡泰子さん・今岡寛・愛子さんの人生） 

２、中国帰国者の日本語教室の１０年の歩みと現状 

３、「中国帰国者との交流会」 

４、映画「望郷の鐘～満蒙開拓団の落日～」上映活動 

 

主催：日中友好協会岡山支部 

 


